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研究成果の概要（和文）：19世紀のヨーロッパでは科学の制度化が進行したが、フランスとドイツでは政府が主
導したのに対して、イギリスでは民間団体が主導した。本共同研究では、(A)政府の関与を検証するために、①
1853年に政府内に設置された科学・工芸局、②政府の直轄機関グリニッジ天文台、③半官半民の農業委員会、④
1868年の電信国有化法、⑤総力戦体制下の医学研究委員会、(B)専門分科という事態を理解するために、⑥アマ
チュア主体の動物学会、⑦化学分析士が出現したロンドン化学界、⑧都市計画専門職、⑨ジェンダーと科学の制
度化などを取り上げ、イギリスでは民間団体を中心とする公共圏が制度化の基盤となっていたことを明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：  The institutionalization of science occurred in the nineteenth century 
Europe. Its most common manifestation was the establishment and multiplication of disciplinary 
scientific societies. However, the other features, for example, governmental support for scientific 
research, professionalization, the relationships between lay persons and experts, all unfolded 
differently in each country.
  This cooperative study highlights the characteristics of the institutionalization of science in 
Britain and explores its relation with the public sphere of science. In particular, this project 
focuses on the matters such as (A) the role of the government, (B) the specialization of science. 
Our targets are as follows: Department of Science and Art, Royal Observatory of Greenwich, Bath and 
West of England Agricultural Society, Zoological Society of London, British Chemical Community , 
Medical Research Council, Town Planning experts, Dorothy C. Hodgkin, and Electric Telegraph Act of 
1868.

研究分野： 科学技術史
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１．研究開始当初の背景 
 19 世紀の西洋では「第二の科学革命」とも
称されることがある「科学の制度化」が進行
した。この事態は、17 世紀の科学革命と比べ
ると、社会に対する科学の浸透力が格段に大
きく、科学活動が一種の制度として定着した
ことを表している。科学の制度化については、
フランスやドイツをモデルとして、国家主導
型の科学運営と「専門職業化の進行」が指摘
されてきたが、これらはイギリスにはあては
まらない。19 世紀のイギリスでも、科学活動
が一種の制度と見なされるくらい社会に浸
透したが、それは民間団体を中心とした多元
的な科学運営によっており、科学研究の職業
化は少数に限られたからである。 
  
 ２．研究の目的 
本共同研究では、イギリスに特有な多元的

な科学運営の動的構造を、「科学の社会史」
研究と公共圏研究の視点から解明し、これま
での科学の制度化論や 19 世紀イギリス史像
に一石を投じることを目指す。 
 
３．研究の方法 
本共同研究では研究領域を大きく、(A)政府

の役割、(B)専門分科に二分し、それぞれにつ
いて近代イギリス科学の制度化で重要な位
置を占めたと考えられるにも関わらず、研究
が不足している組織や事象を以下のように
分担して検討する。（ ）内に担当者を示す。 

 
研究の総括          （大野誠） 
18-19 世紀スコットランドと科学 

（長尾伸一） 
(A) 政府の役割 
・政府の担当部局：科学・工芸局の設立 
             （川村範子） 

・政府管轄の機関：グリニッジ天文台 
              （石橋悠人） 
・半官半民の組織：農業委員会 （坂下史） 
・国有化事業：1868 年電信国有化法 
              （松波京子） 
・総力戦体制下の組織：医学研究委員会 
              （高林陽展） 
(B)専門分科 
・科学の大衆化と専門学会：動物学会 

            （伊東剛史） 
・専門学会の国内的・国際的次元：ロンドン

化学会          （菊池好行） 
・専門家集団の登場：都市計画をめぐって 
               （椿建也） 
・女性と 20 世紀科学の制度：D.ホジキンを 
中心に          （奥田伸子）   
 
共同研究全体では、以下の仮説が成り立つ

かをそれぞれの研究対象で検証する。 
①科学の制度化は、イギリスの統治層ジェン
トルマンが形成・維持する公共圏を軸として
進行した。この公共圏には、政府機関も一要
素として含まれていた。 

②科学の制度化において、ジェントルマン層
のなかでの専門分科が重要な要素であった。 
 
４．研究成果 
(1) 近代イギリスの科学活動は、民間団体を 
中心に形成された公共圏の中で行われ、政 
府機関もその一要素であった。たとえば、 
政府部局として設置された科学・工芸局は 
科学・技術研究の司令部では決してなく、 
初等レベルの科学・工芸教育の普及機関で 
あった。一方、政府が科学研究に無関与と
いうわけではなく、海軍とグリニッジ天文
台との密接な関係に見られるように、ある
領域では恒常的な関係もあり、政府機関や
政府直轄機関は科学の公共圏の一要素で
あった。イギリスにおいて科学の制度化は
民間団体が主導する公共圏をいわば受け
皿として進行した。 

(2) イギリスにおいて政府が研究費の支給 
や特定分野の助成などのように科学研究 
に本格的に介入するようになったのは、第 
一次世界大戦期の総力戦体制の構築によ 
るが、それ以降でさえ、民間団体が主導す 
る科学の公共圏が姿を消すことはなく、お 
そらくその影響は現在でも認められる。 

(3) 科学の制度化の例として、しばしば専門 
職業化が挙げられ、「自然哲学者が科学者 
になった」との見方も示されているが、ジ 
ェントルマンの価値観が大きな影響力を 
持つイギリスでは、専門職業化はせいぜい 
中産階級的価値観を表すものに過ぎなか 
った。化学分析士のような新しい専門職も 
生まれたが、これに従事する人たちはロン 
ドン化学会の研究者に比べて明らかに社 
会層が低かった。 

(4) 専門分科については、未解明な点を多く 
残すため、本共同研究では性急な一般化を 
避け、事例研究の深化につとめた。それで 
も、幾つかの点は指摘しておく。 
(a)イギリスでは幾つかの領域でアマチュ 
ア科学の伝統が存続したが、この伝統は大 
衆への科学の普及に一定の役割を果たし 
た。 
(b)専門分科という現象を理解するために 
は、IUPAC など国際機関も視野に収める必 
要がある。 
(c)科学の制度化が進行する最中、ジェン 
ダー障壁が様々なところにあった。研究に 
関わる高等教育だけでなく、それ以前の中 
等教育にも目を向ける必要がある。 

(5) 本共同研究の仮説について検証結果を 
示せば、 
①は妥当、 
②は、結論を得るには検討事例が足りない 
ということになる。 
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